
「DO!」：男女共同参画社会実現のために、職員一人ひとりが考え、そこから一歩進んで「実行する」ことを願って名付けました。 
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男女共同参画職員研修の報告 

 市民に身近な公務員のあなた‐自分を育て周りも育てて充実の職業人生を！ 
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「男性だから」「女性だから」「外国人だから」「○○だから」… 

アンコンシャスバイアス 

（無意識の思い込み）を無くそう！ 

 
 

    

今年度の男女共同参画職員研修は、主に主事級職員を対象に開催しました。 

講師は、公務員としての先輩にあたる市内在住の齋藤京子さんです。齋藤

さんは、八潮市の農家に嫁ぎ、お子さん２人を育てながら農水省の就農･女性

課長や中国四国農政局次長などの管理職を経験されました。本研修では、ご

自身の経験から仕事への心構えなどをお話しいただきました。 

「お子さんが病気のとき」「転勤を命じられたとき」「仕事を辞めたくなっ

たとき」etc…。仕事を続けていく中での様々な悩みは、市職員である私たち

と何ら変わりません。解決策としては「ときには（家事に）お金を使って楽

をした」「職場以外の友人や趣味が仕事のモチベーションを上げた」「良い仕

事をするためにも役職は上がった方が良い」など、これから長い職業人生を

歩んでいくためのヒントを聞くことができました。 （令和 2 年 2 月 26 日メセナ会議室） 

小さな子どものい

る女性には、出張を伴

う仕事を任せづらい 

 

育休や時短を取る男性は

昇進意欲が低いと思う 

事務的な仕事は

女性に依頼してし

まう 

職場で注意 “アンコンシャスバイアス” 

人は誰もが自分の価値観で相手を判断しがちです。 

特に、性別に関するアンコンシャスバイアスには根深いもの

があります。良い上司、良い同僚であろうと気遣ったつもり

が、相手の権利や機会を奪っていたということもあります。 

悩んだときは、「性別を問わず同じことが言えるか」考え

てみましょう。 

 

 

（例：Ｒ2.2.27 東京新聞参考） 


